
















































（4） OECD，香取一昭 訳：ラーニング革命　IT ＝情報技術によって変わる高等教育，エルコ，2000，p.41
（5） 林義樹：参画型授業経営に関する研究，私学研修，2000/３，154/155，pp.55-65 より抜粋
表１　参加の３ステージ（林義樹「参画型授業経営に関する研究」より抜粋）








参加の姿勢 受動的 能動的 創造的















２．ICT と e ラーニングの発展




ICT の進化と e ラーニングの発展の様子を図２に示す。まず，コンピューターの登場

































SNS があり，これらは前述の CMC として分類される。CMC を e ラーニングに活用する














さて，図３の CMC に含まれない e ラーニングは，従来の教育を効率的に行う役割を
持っている（12）。学習者一人ひとりのペースに合わせて学習することができ，学習を通して
知識と理解を与える。言い換えると「知識習得型」の教育・学習法である。それに対し，








































（13） オープンソースの LMS（Learning Management System，学習管理システム），e ラーニング用のプラット
フォームとして世界中で利用されている。http://moodle.org/
（14） Shareable Content Object Reference Model の略。e ラーニングにおける共通化のための標準規格。スコー
ム。
（15） 久保雅也，鎌田光宣：Moodle の標準機能を用いた課題提出・回収及び評価方法の検討，第４回 パーソナル
コンピュータ利用技術学会全国大会，2009
























































































































































２章で説明した ICT と e ラーニングの発展の流れに Web2.0以降の現在の状況を加えた








（23） World Wide Web Consortium（W３C），http://www.w3.org/（2013年12月２日）
（24） インターネットを通じて遠隔からソフトウェアやデータ保管領域等を利用できるシステムを用意し，サー
ビスの形で提供する方式
























した場合に C10K 問題（28）が生じてくる。また，双方向の通信を実現する Comet という技




ライアントサイド，右側がサーバーサイドであり，双方を HTTP と WebSocket で結んで
いる。JavaScript は WebSocket と相性が良いプログラミング言語であり，また jQuery
（ジェイクエリー）等のライブラリの充実や処理の高速化が進んでいることから，クライ
アント側はもちろんのこと，サーバー側でも JavaScript が選択されるようになってきた。
サーバーサイド JavaScript である Node.js はライブラリも含めて同時多数のアクセスに対
応した考えで設計されており，今後，双方向通信を用いた対話型アプリケーション開発の
中心となることが予想される。
（25） HTML（HyperText Markup Language，Web ページの記述などに用いるマークアップ言語）の第５版。
W３C で仕様を策定中。
（26） Web サーバーと Web ブラウザとの間の双方向通信用の規格。








業について検討するため，e ラーニングと ICT の発展の流れ，および双方向型授業支援
システムの現状を整理した。日本では現在，CBT（Computer-based Training）に分類さ
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石井泰幸，鎌田光宣：日本における SNS の現状とその可能性，日本企業経営学会 第９回
全国大会，2011
米満潔 ほか：Moodle と XOOPS を基盤とし大学の要求を考慮した学習管理システムの開
発と運用，情報処理学会論文誌，Vol. 48，No.４，pp. 1710-1720，2007
喜多敏博，中野裕司：オープンソース e ラーニングプラットフォーム Moodle の機能と活













てしまう。日本では現在、CBT（Computer-based Training）に分類される e ラーニング
が学習や研修に広く利用されているが、CMC（Computer Mediated Communication）の
活用も進んでいる。そこで、e ラーニングと ICT の歴史を概観しながら、双方向型授業
支援システムの現状についてユーザビリティの視点から整理し、ICT を活用しながらこ
れらの教育・学習方法の橋渡しとなる教育法について検討した。さらに、大規模クラスで
の e ラーニングにおいて、同一注視、小型、高いユーザビリティなどに配慮しながら機能
を追加する方法を技術面から考察した。
